


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
平成28年5月に策定された森林・林業基本計画では、京都議定書の第一約束期間が既に終
了していることから、パリ協定を踏まえた地球温暖化対策計画等に基づく取組が盛り込ま
れている。京都議定書の約束達成に向けた取組とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は②
平成27（2015）年における国産材供給量は約2,005万m³、木材自給率は33.2%である。木材
自給率が43.2%となったとする記述は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は④
植栽木相互の競争を緩和し、直径成長の促進や形質向上のために密度を調節する作業は「
間伐」である。除伐は造林木以外の不要な侵入樹木を取り除く作業である。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
漸伐作業は、予備伐・下種伐・受光伐・後伐の順に数段階に分けて伐採を進め、母樹から
の天然下種により林分を更新させる作業法であり、「天然更新」が前提である。人工更新
が前提とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は③
連年成長量（CAI）とは、ある特定の1年間における成長量である。1齢級（5年間）に成長
した量は定期成長量に該当するため誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は②
利用径級になった優勢木等を伐採して中立木を育てる手法は「上層間伐」である。下層間
伐は形質の悪い劣勢木（被圧木）を中心に間引き、優勢木を育成主体とする方法である。

●問題Ⅲ-7
正解は①
航空レーザ測量は、航空機から照射したレーザパルスが地表や樹木に反射して戻るまでの
往復時間を計測し、地表面や対象物の三次元座標（標高データ）を高精度に取得する手法
である。反射光のスペクトル分析によるものではない。

●問題Ⅲ-8
正解は④
マングローブ林は、熱帯・亜熱帯の河口付近や入江など潮の干満を受ける「汽水域（潮間
帯）」に成立する森林群落であり、淡水湿地に成立する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は①
極相林（クライマックス）は、群落遷移の終点に達して安定した状態を維持している森林
全般を指し、人為的攪乱を一切受けていない「原生林」に限定されるものではない。

●問題Ⅲ-10
正解は③
黒色土（黒ボク土）は主に火山灰（火山噴出物）を母材とし、多量の腐植を含む黒色のA
層を持つ土壌である。黒色の火山岩を母材とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は②
パリ協定は京都議定書と異なり、先進国だけでなく「途上国を含むすべての締約国」が温



室効果ガス削減目標（NDC）を5年ごとに提出・更新し、実施状況の報告とレビューを受け
る国際的枠組みである。

●問題Ⅲ-12
正解は②
生物多様性条約における3大目的は、「生物多様性の保全」「構成要素の持続可能な利
用」「遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分（ABS）」である。研究成果
のオープンアクセス化を主目的とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
ナラ・カシ類の樹幹に穿孔してナラ菌を持ち込みナラ枯れを引き起こすのは「カシノナガ
キクイムシ」である。ヒラタキクイムシは乾燥した広葉樹材の辺材を食害する乾材害虫で
ある。

●問題Ⅲ-14
正解は④
日本の森林面積に占める森林認証面積の割合はおよそ1割程度であり、5割以上の高い認証
率を持つ欧州や北米の森林国と比較すると依然として大幅に低い水準にある。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
伐採跡地に森林が回復すると、樹木による蒸散作用や樹冠による雨水遮断蒸発量が増大（
蒸発散量が増加）するため、流域からの年間総流出水量は「減少」する。

●問題Ⅲ-16
正解は④
ウォッシュロードは、河床材料中にはほとんど存在しない極めて微細な粘土やシルトが沈
降せずに浮遊状態で流下する流砂を指す。河床材料から構成される掃流砂量と浮遊砂量の
和ではない。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
治山ダムの堤底に生じる最大圧縮応力は、基礎地盤の許容支持力「以下」でなければなら
ない。地盤の支持力より大きいと地盤破壊や過度の沈下を引き起こす。

●問題Ⅲ-18
正解は②
不安定な表層土砂を地中深くの安定地盤にアンカー工等で緊結する工法は「鉄筋挿入工（
ネイル工）」等の説明である。シャフト工は大口径の柱状コンクリート等を深層に設置し
て地すべりを抑止する工法である。

●問題Ⅲ-19
正解は①
地形や地質構造は地すべり発生の素因（内的要因）であり、豪雨や融雪、地震等は滑動の
引き金となる誘因（外的要因）である。素因と誘因の説明が逆である。

●問題Ⅲ-20
正解は②
土石流の流速は、微細粒子を多量に含み流動性に富む泥流型土石流の方が、巨礫を多く含
む砂礫型土石流よりも一般に速い。砂礫型の方が大きいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-21
正解は③
水準測量において、「後視」とは標高が既知の点に立てた標尺の読みであり、「前視」と
は標高が未知の測点（新点）に立てた標尺の読みである。説明が逆になっている。

●問題Ⅲ-22



正解は①
地山土量＝盛土量÷C＝100÷0.95≒105m³（ア）、運搬土量（ほぐし土量）＝地山土量×L
＝105.26×1.20≒126m³（イ）である。変化率Lは「運搬」計画（ウ）、Cは「配分」計画
（エ）に用いられる。

●問題Ⅲ-23
正解は②
設計速度が速くなるほど空走距離および制動停止距離が増大するため、自動車が安全に停
止・回避するために必要となる視距は「大きく」なる。

●問題Ⅲ-24
正解は③
ポールと巻尺のみで曲線設定が可能な手法は「進出法」である。偏倚角法（偏角法）はト
ランシット等の測角器を用いて角度と距離により設定する。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
伐倒作業では、まず伐倒方向を正確に定めるために「受口切り」を行い、その後に受口の
反対側から受口下端より少し高い位置で「追口切り」を行う。手順が逆であり誤りであ
る。

●問題Ⅲ-26
正解は③
ストランドのより方向とロープ全体のより方向が同一のものが「ラングより」であり、互
いに反対方向により合わせたものが「普通より」である。説明が逆である。

●問題Ⅲ-27
正解は①
立木の伐倒のみ（または伐倒と集積）を行う林業機械は「フェラーバンチャ」である。伐
倒から枝払い・測尺・玉切りまでを一貫して行う機械は「ハーベスタ」である。

●問題Ⅲ-28
正解は②
枝葉を付けたまま林地から土場まで集材するシステムは「全木方式」である。全幹方式は
伐倒現場で枝払いを行って幹のみを集材するシステムである。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
樹脂道は樹脂を分泌するエピセリウム細胞に取り囲まれた管状の「細胞間隙（組織のすき
ま）」であり、それ自体が細胞ではない。

●問題Ⅲ-30
正解は④
木材の乾縮異方性は接線方向（T）＞放射方向（R）＞繊維方向（L）の順であり、繊維方
向の収縮率は最も小さい。繊維方向が最も大きいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-31
正解は④
木口割れや表面割れは、乾燥初期に材表面が急激に乾燥・収縮して引張応力を受けること
で発生する「初期割れ」である。内部割れは乾燥末期に内部が引張応力を受けて発生す
る。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤
送電出力5,000kWの木質バイオマス発電所で使用される木材燃料は年間約5万〜6万m³程度
であり、年間100万m³・売電収入100億円とする試算は一桁過大で誤りである。

●問題Ⅲ-33



正解は③
日本の木造建築物に甚大な食害被害を与える主要なシロアリは「ヤマトシロアリ」と「イ
エシロアリ」である。オオシロアリは主に南西諸島等の湿った朽木に生息し建築害虫では
ない。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
単板の繊維方向をほぼ平行に揃えて積層接着した木材製品はLVL（単板積層材）であり、
主に柱や梁等の軸部材として用いられる。繊維方向を直交させて積層する面材料は「合
板」である。

●問題Ⅲ-35
正解は②
セルロースは分子鎖が規則的に並んだ結晶構造を有するが、ヘミセルロースは分岐の多い
非晶性（アモルファス）の炭水化物であり、結晶構造を持たない。


